


市 立 病 院 済 生 館 

 
１ 沿   革 

明治６年佐藤伊兵衛、長谷川吉郎治らが天童市（当時は天童村）に私立病院を創立し経営した。しかし、私立では維持経

営困難であったため、病院を天童市から山形市七日町へ移転するとともに、山形県官立仮病院指定の申請をし、認可された。

翌明治７年１月８日には「山形県公立病院」として開院式を挙げた。明治12年１月には、現在の三層楼が落成。２月には公

立を県立と改め、三条実美公より「済生館」の揮毫を得、「山形済生館」と改称した。 

明治35年５月、山形市事業として経営しようとの意見がおこり、市営化の準備が始められた。明治37年４月に市営事業を

開始し、「山形市立病院済生館」と改称した。（向後10年間県から無償貸与） 

大正11年、済生館の建物が県から無償で山形市へ譲渡され、市が経営を継続。昭和36年12月施設の全面的改築のために「済

生館施設整備委員会」を設置し、計画を検討した結果、昭和38年９月に約４億５千万円を投じて、北棟（病棟）地下1階・

地上４階、管理棟地下１階・地上２階、診療棟（改築）等の整備を完了。名実ともに市民のための医療センターとして寄与

している。 

昭和49年７月には管理棟3階に医局研究室等を新設、昭和58年３月には敷地中央に高等看護学院を併設した診療棟（地下

１階・地上４階）の増築を行ったが、施設の老朽化・狭隘化が進んだことや、高度・専門医療への対応が求められたことか

ら、平成元年９月には敷地拡張のうえ、新病院施設の建設に着工。平成４年７月に第１期工事、平成６年10月に第２期工事

が完了した。 

平成11年２月には、県内で初めて日本医療機能評価機構により認定を受け、平成15年11月には県内初の地域医療支援病院、

平成18年８月には地域がん診療連携拠点病院に指定されている。さらに、平成26年４月から地方公営企業法の全部適用を受

け、病院事業管理者を設置するなど、新たな経営形態のもと病院事業を行っている。 

近年では、施設の狭隘化や老朽化等の課題への対応のため、新病院建設に向けた検討を進めている。令和６年３月には「山

形市立病院済生館 新病院整備基本計画」を策定した。 

なお、明治12年に落成した旧済生館本館（三層楼）は、昭和41年12月に国の重要文化財に指定され、昭和44年12月に霞城

公園内への移転復元が完了している。 

 

２ 施   設 

所     在   山形市七日町一丁目３番26号 

敷     地   18,369.55㎡ 

建     物   43,527.7㎡ 

病  棟  数   10病棟 

病     室   183室 

病  床  数   528床 

標 榜 診 療 科   消化器内科、呼吸器内科、循環器内科、内科、糖尿病・内分泌内科、腎臓内科、血液内科、精神科、 

脳神経内科、小児科、皮膚科、放射線科、外科、内視鏡外科、消化器外科、血管外科、乳腺外科、

整形外科、脳神経外科、脳・血管放射線科、ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉・

頭頸部外科、形成外科、麻酔科、病理診断科、救急科、歯科、歯科口腔外科 

 

３ 予   算 

令和７年度山形市立病院済生館事業会計（当初） 

⑴ 収益的収入及び支出（税込） 

収      入                          支      出 

病院事業収益        14,759,277千円         病院事業費用         14,758,590千円 

医 業 収 益      13,782,938            医 業 費 用       14,538,044 

医 業 外 収 益         842,870             医 業 外 費 用         67,077 

附 帯 事 業 収 入        133,469            附 帯 事 業 費 用        133,469 

                                      特 別 損 失         10,000 

                                  予  備  費         10,000 

⑵ 資本的収入及び支出（税込） 

         収      入                       支      出 

資本的収入             393,640千円          資本的支出              838,741千円 

企  業  債           174,800             建 設 改 良 費         600,514 

負  担  金          123,613            企 業 債 償 還 金         237,227 

補  助  金          95,127            予  備  費           1,000 

その他資本的収入                  100             
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４ 職種別職員数（令和７年４月１日） 

医   師    95人    看 護 師    405人    事 務 職 員   34人 

薬 剤 師   24人    医 療 技 術 職     73人                                  合  計  631人 

 

５ 診療科別患者数（令和６年４月～令和７年３月） 

（単位：人） 

区 分 入  院 外  来 区 分 入  院 外  来 

消 化 器 内 科 

呼 吸 器 内 科 

循 環 器 内 科 

内 科 

精 神 科 

脳 神 経 内 科 

小 児 科 

外 科 

整 形 外 科 

脳 神 経 外 科 

皮 膚 科 

 

 

19,406 

    18,997 

     7,572 

    11,729 

         - 

    10,707 

     6,603 

    14,316 

    10,292   

22,236 

     3,193 

 

 

    15,649 

    9,259 

     6,660 

    26,971 

         0 

     5,831 

     10,546 

    12,614 

     8,440 

     9,216 

    14,842 

 

 

泌 尿 器 科 

産 婦 人 科 

眼 科 

耳鼻咽喉･頭頸部外科 

放 射 線 科 

麻 酔 科 

歯 科 

形 成 外 科 

ﾘ ﾊ ﾋ ﾞ ﾘ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ科 

      6,546 

      3,533 

      1,998 

      5,958 

          - 

          - 

        105 

     - 

          - 

    14,506 

    10,129 

    11,671 

    13,809 

     2,833 

         0 

     3,796 

    483 

       369 

合     計 

１日平均患者数 

143,191 

  392.3  

177,624 

  725.0 

 

６ 病院財政の状況 

⑴ 収益的収支の状況（税込）                                  （単位：千円） 

年 度 

項 目 
平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４ 令和５ 令和６ 

収     入  (A) 

支     出  (B) 

差 引 額((A)-(B)) 

11,867,630 

11,799,190 

68,440 

12,116,202 

12,129,720 

△13,518 

12,238,394 

12,183,961 

54,433 

13,566,407 

12,661,383 

905,024 

13,791,803 

12,865,693 

926,110 

12,711,218 

13,137,784 

△426,566 

12,906,780 

13,640,760 

△733,980 

 

⑵ 資本的収支の状況（税込）                                  （単位：千円） 

年 度 

項 目 
平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４ 令和５ 令和６ 

収    入  (A) 

支    出  (B) 

差  引 額((A)-(B)) 

131,258 

1,148,750 

△1,017,492 

510,443 

1,517,129 

△1,006,686 

317,010 

1,310,427 

△993,417 

418,620 

1,419,172 

△1,000,552 

2,006,142 

1,023,740 

982,402 

479,986 

772,755 

△292,769 

538,928 

875,172 

△336,244 
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